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十
返
舎
一
九
の
名
跡
は
四
代
目
ま
で
続
く
。
こ
の
戯
作
者
と
し
て
は

希
有
な
現
象
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
彼
ら
の
作
品
や
人

物
像
・
伝
記
的
な
部
分
は
看
過
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九

代
々
に
関
す
る
誤
伝
は
、
既
に
幕
末
（
脚
注
16
他
）
か
ら
始
ま
り
、
昨

今（
注
１
）に

至
る
ま
で
尾
を
引
い
て
い
る
。
誤
謬
箇
所
の
具
体
的
な
指
摘
は
、

拙
稿
ａ
・
ｄ
（
脚
注
３
・
22
）
に
譲
る
が
、
主
に
戯
号
・
代
数
・
著
作

の
書
誌
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
混
同
さ
れ
て
い
る
一

九
代
々
を
区
別
す
る
端
緒
を
、
二
代
目
一
九
か
ら
提
供
す
る
こ
と
を
本

稿
は
目
的
と
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
中
で
も
三
代
目
一
九
こ
と
三
亭
春
馬
に
つ
い
て
は
、

石
川
了

（
注
２
）に

よ
っ
て
大
部
解
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
も
多
種
多
様

な
戯
号
を
有
す
る
二
代
目
一
九
に
つ
い
て
は
、
主
に
為
永
春
水
門
下
と

い
う
側
面
で
論
じ
ら
れ
（
脚
注
８
）、
基
本
的
な
称
号
の
整
理
す
ら
出
来

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
生
没
を
含
め
た
【
諸
号
一
覧
表
】
を
作
製
し

て
本
稿
末
尾
に
付
し
た
理
由
で
あ
り
、
本
論
は
こ
れ
が
導
出
さ
れ
た
考

察
課
程
の
一
部
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
二
代
目
一
九
が
研
究
史
上
顧
み
ら
れ
る
機
会
が
少
な

か
っ
た
背
景
に
は
、
転
門
に
よ
っ
て
師
系
や
初
期
作
が
分
か
り
づ
ら
い

こ
と
、
逃
亡
に
よ
っ
て
半
強
制
的
に
一
九
名
跡
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
晩

年
が
不
遇
か
つ
不
明
な
こ
と
、
引
い
て
は
一
九
と
し
て
著
作
し
た
作
品

も
、
内
容
的
な
評
価
に
預
か
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
よ

う
。
よ
っ
て
、
彼
の
著
作
群
の
包
括
的
な
書
誌
調
査
を
行
っ
た

（
注
３
）結

果
に

基
づ
い
て
、
本
論
で
は
先
ず
以
て
彼
の
人
生
の
前
半
期
に
焦
点
を
当
て

る
。
二
代
目
一
九
に
な
る
前
の
名
前
を
中
心
に
先
行
研
究
を
再
考
察
し

つ
つ
、
小
伝
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
が
、
具
体
的
に
は
、
礫こ

い
し

川か
わ

南な
ん

嶺れ
い

及
び
東と

う
せ
ん
し
ょ
う
と
ま
ひ
と

船
笑
登
満
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
文
政
期
と
、
十
字
亭
三

康

　

志

賢

礫
川
南
嶺
・
東
船
笑
登
満
人
・
十
字
亭
三
九
に
関
す
る
再
考
察



― 265 ―

九
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
文
政
末
期
、
天
保
初
期
著
作
活
動
に
注
目
す

る
も
の
で
あ
る
（
本
名
「
糸
井
武た

け
し

」
に
従
っ
て
、
代
表
す
る
名
前
と
し

て
以
下
「
糸
井
」
を
用
い
る
）。

一
．
享
和
・
文
化
期
の
「
十
字
亭
」、文
政
五
年
の
「
十
字
亭
」

文
政
五
年
（1822

）
刊
・
初
代
一
九
作
『
続
膝
栗
毛
』
十
二
編
中
巻

に
、「
十
字
亭
」
の
画
賛
が
あ
る
。
こ
の
画
賛
者
は
誰
だ
ろ
う
か
。

従
来
、
糸
井
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
神
保
五
弥
は
糸
井
が
文
政

五
年
頃
「
十
返
舎
一
九
の
門
人
と
し
て
十
字
亭
三
九
を
号
し
て
い
た

（
注
４
）」

と
考
え
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
『
続
膝
栗
毛
』
の
署
名
を
掲
げ
る
。

以
来
後
述
の
如
く
通
説
に
な
っ
て
い
る
が
、「
三
九
」
ま
で
は
署
名
さ
れ

な
い
の
で
、
亭
号
だ
け
で
糸
井
と
す
る
に
は
根
拠
が
足
り
な
い
と
稿
者

は
考
え
て
い
る
。
仮
に
、
通
説
に
従
う
な
ら
ば
、
文
政
五
年
、
合
巻
や

洒
落
本
作
者
名
に
「
礫
川
南
嶺
」、
他
に
亭
号
と
し
て
「
十
字
亭
」
を
十

返
舎
門
下
に
入
り
使
っ
て
い
た
が
、「
三
九
」
の
名
の
稿
者
管
見
初
出
で

あ
る
文
政
十
三
・
天
保
元
年
（1830

：『
魁さ

き
が
け
う
め
が
え
そ
が

梅
枝
曾
我
』

『
妹い

も
と
は
は
た
ち
の
ひ
と
す
じ
ば
な
し

廿
丁
読
作
話
』）
に
、
二
十
七
歳
に
因
ん
で
「
三
九
」
を
頂
い
た

と
い
う
流
れ
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
政
十
、
十
一
年
糸
井

は
「
東
船
笑
登
満
人
」
と
し
て
為
永
春
水
門
下
に
い
た
こ
と
を
鑑
み
る

と
、「
十
字
亭
」
は
亭
号
と
し
て
不
可
解
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、『
続
膝

栗
毛
』
十
二
編
の
画
賛
者
「
十
字
亭
」
が
糸
井
で
あ
る
と
い
う
通
説
に

は
疑
義
が
残
る
の
で
、
糸
井
の
「
文
政
十
一
年
、
十
字
亭
号
に
戻
る

0

0

」

と
い
う
先
行
説
も
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
次
節
で
詳
論
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
文
政
五
年
の
画
賛
者
「
十
字
亭
」
が
、
十
字
亭
一
雅

か
第
三
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
、

糸
井
が
文
政
十
一
年
（1828

）「
十
字
亭
」（『
辺へ

そ
が
ち
ゃ
わ

楚
我
茶
話
』
に
「
東
船

舎
改
十
字
亭
」）、
文
政
十
三
年
「
十
字
亭
三
九
」（『
魁
梅
枝
曾
我
』『
妹

廿
丁
読
作
話
』）
を
名
乗
る
以
前
に
、「
十
字
亭
主
人
」、「
十
字
亭
一
雅
」、

「
一
雅
」、「
十
字
亭
一
馬
」
と
名
乗
っ
た
人
物
達
が
い
る
。
そ
し
て
、
糸

井
が
文
政
十
三
年
二
十
七
歳
な
ら
、
享
和
三
年
（1803

）
生
で
、
文
化

五
年
（1808

：『
膝
栗
毛
』
七
編
上
巻
）
に
し
て
画
賛
者
と
し
て
名
前
が

見
え
る
十
字
亭
一
雅
、
十
字
亭
一
馬
は
、
十
字
亭
三
九
と
は
年
齢
上
別

人
に
な
る
。
十
字
亭
一
馬
は
未
詳
だ
が
、
十
字
亭
一
雅
は
享
和
元
年
六

十
歳
（
享
和
二
年
刊
『
旅
眼
石
』
に
「
一
雅
亭マ

マ

画
」
と
あ
っ
て
、
佐
倉

に
住
む
一
雅
亭
は
享
和
元
年
六
十
歳
と
い
う
本
文
有
り
）

（
注
５
）

で
あ
る
。
と

す
る
と
、
文
政
五
年
は
八
十
才
に
し
て
画
賛
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

糸
井
が
「
十
字
亭
」
を
名
乗
り
出
す
の
が
文
政
十
一
年
、
二
十
七
才
に

因
ん
で
「
十
字
亭
三
九
」
を
名
乗
り
出
す
の
が
文
政
十
三
年
と
い
う
と
、

礫
川
南
嶺
期
で
あ
る
文
政
中
期
に
亭
号
と
し
て
十
字
亭
（
文
政
五
年
『
続

膝
栗
毛
』）
を
も
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
前
述
の
よ
う
に
存
疑

で
、
十
字
亭
一
雅
が
八
十
歳
に
し
て
生
存
し
て
い
た
と
い
う
方
が
ま
だ
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二
．
文
政
十
一
年
「
東
船
舎
改
十
字
亭
」�

：「
十
字
亭
号
に
戻
る
」
説
の
再
考
察

中
山
尚
夫

（
注
７
）に

よ
る
と
、
享
和
四
年
刊
・
初
代
一
九
作
滑
稽
本
『
田
舎

草
紙
』
と
、
そ
の
改
刻
改
題
本
で
あ
る
文
政
十
一
年
初
春
序
『
辺
楚
我

茶
話
』
と
の
大
き
な
相
違
点
は
、
口
絵
や
挿
絵
を
彫
り
直
し
て
狂
歌
が

置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
挿
絵
の
改
刻
に
は
、
糸
井
が
大
き
く

関
与
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
解
題
で
指
摘
す
る
。
画
賛
者
と
し
て
同

書
口
絵
に
「
東
船
舎
改
十
字
亭
」、
挿
絵
に
「
十
字
亭
の
あ
る
し
糸
井
苫

0

0

0

人0

」
と
署
名
す
る
故
の
推
定
と
思
し
い
。

さ
て
、「
十
字
亭
号
に
戻
る
」
と
い
う
先
行
説

−

前
述
神
保
及
び
次
掲

『
洒
落
本
大
成
』、
山
杢
誠－ （

注
８
）で

あ
る
が
、
後
者
は
最
初
提
唱
し
た
ら
し

い
神
保
稿
に
従
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
神
保
は
春
水
門
人
と
し
て
東
船

笑
登
満
人
を
号
す
以
前
に
、「
十
返
舎
一
九
の
門
人
と
し
て
十
字
亭
三
九

を
号
し
て
い
た
」
と
考
え
ら
れ
る
一
番
目
の
理
由
と
し
て
、
文
政
五
年

刊
・
初
代
一
九
作
『
続
膝
栗
毛
』
十
二
編
中
巻
の
画
賛
者
「
十
字
亭
」

の
署
名
を
掲
げ
、
二
番
目
の
理
由
と
し
て
、
天
保
四
年
正
月
刊
・
糸
井

作
人
情
本
『
仇
競
今
様
櫛
』
三
編
巻
尾
に
近
い
本
文
中
に
「
◎
昔
の
堂

の
跡あ

と

今
な
ほ
あ
り
。
作
者
一
九

0

0

0

0

先
の
年
、
前
の
一
九

0

0

0

0

と
共
に
江
の
島
へ

詣
た
る
時
、
…
」
と
い
う
挿
話
を
揚
げ
、
初
代
一
九
は
「
文
政
六
年
に

蓋
然
性
が
あ
ろ
う
。

文
政
五
年
刊
『
続
膝
栗
毛
』
の
画
賛
者
「
十
字
亭
」
が
、
十
字
亭
一

雅
か
第
三
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
払
拭
さ
れ
な
い
限
り
、
天
保
四
年

（1833

）
刊
『
仇あ

だ
く
ら
べ
い
ま
よ
う
ぐ
し

競
今
様
櫛
』
三
編
跋
文

（
注
６
）に

記
さ
れ
る
、
糸
井
は
春
水

門
の
「
其そ

の
ゝ
ち後

」
一
九
門
へ
来
て
、「
十
字
亭
」
号
を
初
め
て
贈
ら
れ
、
年

齢
に
因
ん
で
「
三
九
」
ま
で
贈
ら
れ
た
と
い
う
転
門
の
過
程
は
否
定
で

き
な
い
。
十
字
亭
→
春
水
門
下
→
十
字
亭
三
九
を
裏
付
け
る
確
証
が
得

ら
れ
な
い
現
在
の
と
こ
ろ
、
文
政
五
年
刊
・
初
代
一
九
作
『
続
膝
栗
毛
』

十
二
編
中
巻
の
画
賛
者
「
十
字
亭
」
は
糸
井
で
は
な
い
と
見
な
し
た
方

が
妥
当
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、「
三
九
」
と
い
う
号
は
年
齢
に
因
ん
で
与
え
ら
れ
た
（「
今

の
先
生
二
十
七
歳
の
と
き
前さ

き

の
老
人
考
へ
ら
え
れ
て
三
九
子し

と
は
名
つ

け
ら
れ
た
り
」）
と
い
う
『
仇
競
今
様
櫛
』
三
編
四
方
正
木
跋
と
、
文
政

十
一
年
に
十
字
亭
、
文
政
十
三
・
天
保
元
年
か
ら
確
か
に
十
字
亭
三
九

と
い
う
号
が
登
場
す
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
十
字
亭
一
雅
は
享
和
元
年

六
十
歳
、
文
政
五
年
八
十
歳
で
生
き
て
い
た
が
、
文
政
十
一
年
に
は
没

し
て
い
た
の
で
、
糸
井
が
先
人
の
亭
号
「
十
字
亭
」
を
名
乗
り
出
す
こ

と
も
可
能
に
な
っ
た
と
思
し
い
。
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中
風
を
病
み
、
歩
行
も
自
由
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
が
初

代
一
九
と
と
も
に
江
の
島
へ
参
詣
し
た
の
は
、
当
然
そ
れ
以
前
で
あ
っ

た
」
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

反
論
と
し
て
三
点
を
挙
げ
た
い
。
そ
の
一
、
神
保
の
掲
げ
る
二
番
目

の
理
由
か
ら
検
討
し
よ
う
。
中
山
尚
夫
『
十
返
舎
一
九
研
究
』

（
注
９
）

に
網
羅

さ
れ
る
初
代
一
九
の
著
作
目
録
に
よ
る
と
、
文
政
六
年
二
月
発
病
と
と

も
に
、
以
降
、
実
際
の
旅
行
に
取
材
し
た
作
品
は
無
く
な
る
よ
う
で
あ

る
。
文
政
八
・
九
年
は
闘
病
生
活
が
続
き
、
十
年
に
漸
く
本
復
、
同
十

二
年
春
頃
再
発
し
た
と
い
う
同
書
の
指
摘
に
鑑
み
る
と
、
回
復
し
て
い

た
文
政
十
・
十
一
年
頃
に
近
場
の
江
の
島
ま
で
な
ら
旅
行
で
き
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
糸
井
が
入
門
間
も
な
い
こ
の
時
期
に
、
一
九
と
と
も
に

近
場
を
旅
行
し
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。

反
論
そ
の
二
、
神
保
の
掲
げ
る
一
番
目
の
理
由
は
、
文
政
五
年
刊
・

初
代
一
九
作
『
続
膝
栗
毛
』
十
二
編
中
巻
の
画
賛
者
「
十
字
亭
」
を
し

て
、
十
字
亭
三
九
で
あ
る
と
見
な
し
た
場
合
に
成
立
す
る
理
由
で
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
「
三
九
」
ま
で
は
記
さ
れ
な
い
の
で
別
人
の
可
能
性

も
あ
ろ
う
。
文
政
四
年
か
ら
七
年
と
い
う
礫
川
南
嶺
期
（
詳
細
は
後
述
）

に
、
糸
井
が
十
字
亭
を
も
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
確
証
が
得
ら
れ
な
い

限
り
、
前
述
の
如
く
、
八
十
歳
に
し
て
文
政
五
年
に
生
存
し
て
い
た
十

字
亭
一
雅
か
、
或
い
は
十
字
亭
一
馬
の
よ
う
な
第
三
の
人
物
の
画
賛
か

も
し
れ
ず
、
根
拠
と
し
て
物
足
り
な
い
。

反
論
そ
の
三
、
天
保
四
年
正
月
刊
人
情
本
『
仇
競
今
様
櫛
』
三
編
に

は
、
糸
井
の
二
代
目
一
九
襲
名
披
露
の
た
め
の
、
四
方
正
木
が
寄
せ
る

跋
文
（
跋
一
オ
～
三
オ
）
が
長
々
と
置
か
れ
る
。
跋
文
中
に
「
今
の
十

返
舎
先
生
は
」
以
下
糸
井
の
略
歴
や
雅
号
、
特
に
十
字
亭
三
九
を
二
十

七
歳
の
時
、
初
代
一
九
よ
り
贈
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
原
文
（
脚
注

６
）
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
春
水
門
の
「
其そ

の
ゝ
ち後

」
一
九
門
へ
来
て
、「
十
字

亭
」
号
を
初
め
て
贈
ら
れ
、
年
齢
に
因
ん
で
「
三
九
」
ま
で
贈
ら
れ
た

と
い
う
時
間
的
流
れ
が
読
み
取
れ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
行
文
か
ら
し

て
、
十
字
亭
→
春
水
門
→
十
字
亭
三
九
と
い
う
転
門
の
流
れ
は
読
め
な

い
。
当
該
跋
文
は
二
代
目
一
九
襲
名
を
披
露
す
る
目
的
で
書
か
れ
て
い

る
の
で
、
一
九
門
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
過
去
を
隠
し
た
か
っ
た
か
、

と
深
読
み
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

仔
細
は
省
略
す
る
が
、「
東
船
舎
改
十
字
亭
」
に
至
る
ま
で
の
糸
井
の

履
歴
を
追
跡
し
た
結
果
（
脚
注
３
）
を
時
系
列
で
要
約
す
る
と
、
文
政

四
年
～
七
年
に
合
巻
や
洒
落
本
を
板
行
し
て
い
た
礫
川
南
嶺
が
、
文
政

九
年
十
二
月
「
東
船
笑
登
満
人
」
と
し
て
為
永
春
水
に
入
門
、
翌
々
十

一
年
刊
・
春
水
作
人
情
本
『
赤ゑ

ん
の
い
と
む
す
ぶ
か
み
ご
ま

縄
結
紙
古
満
』
に
「
門
人
登
満
人
執
筆

0

0

」、

同
十
一
年
刊
・
春
水
作
読
本
『
畠
山
仁
政
録
』
に
「
花
輪
亭
登
満
人
訂0

」

「
補
訂

0

0

東
船
笑
登
満
人
」、
同
十
一
年
刊
・
春
水
補
綴
人
情
本
『
長
者
永

代
鑑
』
に
、「
東
船
笑
登
満
人
」
の
自
跋
と
も
受
け
取
れ
る
行
文
を
入

れ
た
り
し
て
自
己
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
同
十
一
年
刊
・
春
水
作
人
情
本
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『
春
宵
美
談
朧
月
夜
』
四
編
の
東
船
笑
登
満
人
序
文
に
は
、
文
脈
上
自
序

で
あ
り
自
作
で
あ
る
こ
と
を
表
明
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
者
と
し
て

の
謙
辞
が
連
な
る
。
同
五
編
の
本
文
に
は
、
糸
井
自
身
の
故
郷
の
噂
話

や
自
己
宣
伝
す
る
楽
屋
落
ち
的
な
内
容
ま
で
登
場
す
る
。
し
か
し
、
や

は
り
正
式
に
は
東
船
笑
登
満
人
の
名
前
で
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

表
向
き
は
あ
く
ま
で
も
春
水
作
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
文
政
十
一
年
初
春
序
文
『
辺
楚
我
茶
話
』・
同
三
月
序
文

『
谷
中
の
月
』
で
わ
か
る
よ
う
に
「
東
船
舎
改
十
字
亭
」
つ
ま
り
、
十
返

舎
門
下
に
な
る
の
で
あ
る
。
文
政
十
一
年
春
序
洒
落
本
『
青せ

い
ろ
う
い
ろ
ど
う
し

楼
色
唐
紙
』

の
跋
文
「
終
に
は
丸
き
婚
礼
の
、
三
三
九
度
は
三
九
の
式
法
。
一
九
の

跡
を
接つ

ぎ
ほ穂

の
鉢は

ち
き樹

か
」
と
あ
る
こ
と
を
、
終
末
を
め
で
た
く
結
ぶ
の
が

三
九
の
小
説
作
法
だ
と
、
解
釈
す
る
先
学
説（

（注

（
注

に
従
え
ば
、
当
年
に
「
十

字
亭
」
の
亭
号
の
み
な
ら
ず
「
三
九
」
と
い
う
名
ま
で
頂
い
た
こ
と
に

な
る
。
更
に
、
同
文
政
十
一
年
春
序
艶
本
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
序
文

の
年
記
署
名
の
熊
手
の
先
が
「
九
」
の
字
三
つ
で
あ
る
こ
と
も
、「
三

九
」
と
い
う
名
を
当
年
頂
い
た
と
い
う
証
左
に
な
り
得
る
。
天
保
四
年

正
月
刊
『
仇
競
今
様
櫛
』
三
編
の
「
今
の
先
生
二
十
七
歳
の
と
き
前さ

き

の

老
人
考
へ
ら
れ
て
三
九
子し

と
は
名
つ
け
ら
れ
た
り
」
は
、
斯
く
し
て
文

政
十
一
年
の
可
能
性
が
台
頭
す
る
わ
け
で
あ
る
。
稿
者
管
見
初
出
の
「
十

字
亭
三
九
」
な
る
署
名
は
文
政
十
三
年
（『
魁
梅
枝
曾
我
』『
妹
廿
丁
読

作
話
』）
な
の
で
、
文
政
十
三
年
二
十
七
歳
、
享
和
三
年
生
と
推
定
し
て

き
た
が
、
文
政
十
一
年

に
『
辺
楚
我
茶
話
』「
東

船
舎
改
十
字
亭
」、
洒

落
本
『
青
楼
色
唐
紙
』

「
三
三
九
度
は
三
九
の

式
法
」、
艶
本
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
署
名
の
「
九
」
の
字
三
つ
熊
手
の

印し
る
し

を
綜
合
す
る
と
、
二
年
早
く
享
和
元
年
出
生
の
可
能
性
も
念
頭
に
置

く
べ
き
だ
ろ
う
。

可
能
性
に
留
め
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
洒
落
本
や
人
情
本
・
艶
本
と

い
う
性
格
か
ら
し
て
刊
年
が
記
さ
れ
ず
、
序
文
年
記
か
ら
の
推
論
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
刊
年
が
確
定
で
き
る
作
品
に
お
い
て
は
、
文
政
十
三
・

天
保
元
年
正
月
刊
合
巻
『
魁
梅
枝
曾
我
』『
妹
廿
丁
読
作
話
』
の
「
十
字

亭
三
九
」
が
管
見
初
出
で
あ
る
。

従
っ
て
、「
十
字
亭
」
と
い
う
亭
号
の
扱
い
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
享
和
二
年
刊
・
初
代
一
九
作
画
洒
落
本
『
起
承
転
合
』・

『
起
承
転
合
後
編
滑
稽
遊
冶
郎
』
と
い
う
初
版
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た

扉
絵
を
、「
十
字
亭
画
」【
図
１
】
と
し
て
添
え
た
改
補
後
印
本
『
滑
稽

遊
冶
郎
』（
年
記
不
明
）
が
早
稲
田
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
。『
洒
落
本
大

成
』
で
は
こ
れ
を
「
三
九
」
画
と
す
る
が
、
当
該
後
印
本
が
享
和
・
文

化
期
板
行
だ
っ
た
ら
別
人
だ
ろ
う
。
文
政
十
一
年
以
降
の
板
行
だ
っ
た

ら
「
十
字
亭
三
九
」
と
い
う
ふ
う
に
、「
十
字
亭
」
だ
け
で
は
判
別
で
き

【
図
１
】『
滑
稽
遊
冶
郎
』
扉
絵
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な
い
亭
号
で
あ
る
こ
と
に
は
要
注
意
で
あ
る
。

以
上
、「
十
字
亭
号
に
戻
る
」
と
い
う
先
行
説
を
再
考
察
し
て
き
た
。

文
政
六
年
以
前
で
は
な
く
、
文
政
十
一
年
に
初
代
一
九
と
と
も
に
近
場

の
江
ノ
島
へ
旅
行
を
し
た
可
能
性
と
、
文
政
五
年
刊
『
続
膝
栗
毛
』
十

二
編
中
巻
の
画
賛
者
「
十
字
亭
」
が
、
十
字
亭
一
雅
か
第
三
の
人
物
で

あ
る
可
能
性
が
払
拭
さ
れ
な
い
限
り
、
天
保
四
年
刊
『
仇
競
今
様
櫛
』

三
編
跋
文
に
て
読
み
取
れ
る
、
春
水
門
の
「
其そ

の
ゝ
ち後

」
一
九
門
へ
来
て
、

「
十
字
亭
」
号
を
初
め
て
贈
ら
れ
、
年
齢
に
因
ん
で
「
三
九
」
ま
で
贈
ら

れ
た
と
い
う
履
歴
は
真
実
と
受
け
取
る
し
か
な
か
ろ
う
。

三
．
文
政
四
年
～
七
年
の
礫
川
南
嶺
、�

文
政
十
年
の
東
船
笑
登
満
人

文
政
五
年
刊
・
初
代
一
九
作
『
続
膝
栗
毛
』
十
二
編
中
巻
の
画
賛
者

「
十
字
亭
」
は
、
糸
井
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

そ
し
て
、
同
時
期
「
礫
川
南
嶺
」
と
し
て
著
作
活
動
を
す
る
人
物
こ
そ

糸
井
な
の
で
あ
る
。

礫
川
南
嶺
に
つ
い
て
、
尾
崎
久
弥（

（注

（
注

は
不
詳
、
杉
浦
佐
一
郎
は
詳
細
不

明
（『
秘
本
江
戸
文
学
選
』
後
掲
書
）
と
す
る
が
、
林
美
一
は
「〈
淫
亭

主
人
ス
キ
ナ
リ
〉
も
〈
陰い

ん
き
ょ
う
さ
い
か
り
た
か

茎
斎
鴈
高
〉
も
十
字
亭
三
九
（
通
称
糸
井
鳳

助
）
の
隠
号
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
最
初
の
礫
川
南
嶺
も
三
九
自

身
」（『
江
戸
艶
本
を
読
む
』
後
掲
書
）
と
指
摘
す
る
。
礫
川
南
嶺
は
糸

井
と
同
人
と
い
う
こ
の
林
説
を
補
強
す
べ
く
、
氏
の
根
拠
と
す
る

『
恋こ

ひ
の
み
な
と
に
ょ
う
ご
の
し
ま
だ

湊
女
護
生
娘
』
を
再
考
し
た
。
先
ず
以
て
異
本
を
四
つ
（
①
～

④
）（

（注

（
注

に
分
け
て
、
次
の
よ
う
に
図
式
化
す
る
と
、
一
洒
落
本
が
艶
本
へ

と
補
筆
改
訂
さ
れ
る
過
程
が
み
え
て
く
る
。

そ
し
て
、
こ
の
補
筆
改
訂
さ
れ
な
が
ら
変
貌
す
る
ジ
ャ
ン
ル
に
伴
う

作
者
名
・
隠
号
の
命
名
意
識
に
注
目
す
る
と
、
南
嶺
が
糸
井
と
同
人
で

あ
る
一
証
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
②
の
序
者
「
淫
亭
主

人
ス
キ
ナ
リ
」
は
、
文
政
十
一
年
序
刊
艶
本
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
口

絵
画
賛
者
「
東
篇
木
・
垣
太
竹
改
・
色
山
人
・
好
成

0

0

」
の
「
好
成
」
と
、

③
の
作
者
「
開
辺
の
陰
士　

陰い
ん
き
ょ
う
さ
い
か
り
た
か

茎
斎
鴈
高
」
は
、
同
『
閨
中
膝
磨
毛
』

三
編
跋
文
の
署
名
「
勢せ

い
じ
ゃ
く
ゑ
ん

尺
苑
・
力
鴈
竹
（
＋
〈
鴈
竹
〉
字
の
印
）」
の

「
力
鴈
竹
」
と
同
人
だ
ろ
う
（
詳
細
は
後
述
）。
所
謂
、
②
③
④
の
作
者

は
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
の
作
者
と
同
人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
洒
落
本
①
を
補
筆
し
て
艶
本
②
③
④
を
出
し
た
人
は
、
原
作

『
恋
湊
女
護
生
娘
』

①
洒
落
本
：
文
政
六
年
刊

⇩

①
の
文
章
＋
春
画
の
挿
絵 

→
二
冊
に
分
冊
＝
②
天
保
元
年
刊

⇩

①
②
の
文
章
＋
第
六
回
：
初
編 

＋
二
編
二
冊
＋
三
編
二
冊
＝
③
天
保
年
間
刊

⇩

前
編
三
冊
＋
二
編
三
冊
＝
④
天
保
以
降
刊
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者
南
嶺
だ
ろ
う
。
原
作
で
あ
る
①
に
は
「
南
嶺
」
著
作
で
あ
る
こ
と
が

序
文
や
跋
文
の
至
る
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
、
特
に
「
自
序
」
の
年
記
署
名

と
し
て
「
文
政
六
年
癸
未
初
春
・
礫こ

い
し
か
は
う
し
い
し
の
ほ
と
り

川
牛
石
邊
・
南
嶺
誌
（
＋
寝
そ

べ
る
黒
牛
の
印
）」
と
い
う
所
付
け
ま
で
付
さ
れ
る
。
抑
も
洒
落
本
①
の

文
章
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
艶
本
②
③
へ
補
筆
改
訂
し
た
か
ら
に
は
、
他

の
作
者
が
作
品
を
剽
窃
、
嗣
作
し
た
と
考
え
る
よ
り
、
自
作
を
艶
本
と

し
て
改
作
し
た
と
見
な
し
た
方
が
蓋
然
性
が
高
い
上
に
、
以
上
の
隠
号

の
命
名
法
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
①
の
作
者
「
南
嶺
」
は
糸
井
と
い
う

結
論
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
糸
井
が
文
政
十
一
年
或
い
は
、
文
政

十
三
・
天
保
元
年
（1830

）
二
十
七
歳
な
ら
ば
、
文
政
六
年
（1823

）

二
十
歳
か
二
十
二
歳
で
あ
り
、
礫
川
南
嶺
作
と
し
て
、
文
政
四
年
序
合

巻
『
仮
名
手
本
団
扇
張
替
』、
文
政
六
年
刊
合
巻
『
東あ

づ
ま
も
や
う
れ
ん
り
の
す
ご
も
り

模
様
連
理
巣
尺
八
』

が
遺
存
す
る
の
で
、
年
齢
上
の
矛
盾
も
な
い
。

こ
こ
で
、
礫
川
南
嶺
と
い
う
戯
号
の
由
来
も
窺
い
知
れ
る
。
文
政
六

年
刊
洒
落
本
『
恋
湊
女
護
生
娘
』「
自
序
」
の
署
名
と
同
様
に
、
同
文
政

六
年
刊
合
巻
『
東
模
様
連
理
巣
尺
八
』
の
「
自
叙
。
…
文
政
五
壬
午
季

夏
稿
成
・
文
政
六
癸
未
初
春
販
板
／
礫
川
牛
石
邊

0

0

0

0

0

・
南
嶺

0

0

著
述
（
＋

〈
南
嶺
〉
の
印
）」
と
署
名
す
る
こ
と
か
ら
、「
礫
川
」
の
牛
石
が
あ
っ
た

近
く
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
住
所
に
因
ん
だ
戯
号
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
当
該
戯
号
の
作
品
が
集
中
す
る
文

政
四
年
か
ら
七
年
ま
で
の
糸
井
の
居
住
地
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

且
つ
又
、「
南
嶺
」
と
は
蹄
斎
北
馬
の
画
系
に
入
っ
た（

（注

（
注

こ
と
に
由
来
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
因
み
に
、
文
政
十
一
年
刊
・
滝
亭
鯉
丈
作
滑
稽
本
『
花

暦
八
笑
人
』
四
編
序
文
を
、
彼
は
東
船
笑
登
満
人
と
し
て
寄
せ
て
お
り
、

為
永
春
水
よ
り
先
に
有
名
に
な
っ
て
い
た
春
水
の
兄
「
滝
亭
鯉
丈
」
に

な
ら
っ
て
、
糸
井
は
狂
名
を
「
滝
亭
糸
丈
」
と
付
け
た
か
と
想
像
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

以
上
、『
恋
湊
女
護
生
娘
』
の
隠
号
か
ら
し
て
南
嶺
と
糸
井
が
同
人
と

提
唱
し
た
林
説
に
つ
い
て
、
他
の
証
例
を
引
き
合
わ
せ
つ
つ
補
強
し
て

き
た
。
斯
く
し
て
、
礫
川
居
住
期
で
あ
る
文
政
四
年
～
七
年
に
は
主
に

合
巻
作
者
礫
川
南
嶺
と
し
て
、
ま
た
文
政
六
年
『
恋
湊
女
護
生
娘
』
の

洒
落
本
作
者
と
し
て
活
動
し
た
後
、
文
政
九
年
冬
為
永
春
水
へ
入
門
し

て
か
ら
、
文
政
十
年
東
船
笑
登
満
人
こ
と
狂き

ゃ
う
か
ゑ
ん

香
園
色し

ょ
く
さ
ん
じ
ん

山
人
と
し
て
序
者

に
な
り
、
文
政
十
一
年
為
永
工
房
の
一
員
と
し
て
春
水
の
代
作
者
に
な

る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
文
政
期
の
著
作
活
動
の
追
跡
過
程
で
、
い
く
つ
か
の
先

行
説
が
補
訂
出
来
た
の
で
、
以
下
箇
条
書
き
で
示
し
、「
東
船
笑
登
満

人
」
と
し
て
の
文
政
十
年
の
働
き
を
も
垣
間
見
る
。

そ
の
一
、
大
田
南
畝
の
「
杏
花
園
蜀
山
人
」
に
擬
し
た
糸
井
の
戯
号

「
狂
香
園
色
山
人
」
に
つ
い
て
「
全
く
他
に
見
ら
れ
ず
、
正
式
に
春
水
門

人
と
な
る
以
前
の
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
」（

（注

（
注

と
い
う
が
、

文
政
十
一
年
序
刊
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
口
絵
の
画
賛
者
に
「
色
山
人
」
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の
証
例
が
あ
る
の
で
、
春
水
門
に
入
っ
た
翌
年
に
な
っ
て
か
ら
も
使
用

し
て
い
る
。

そ
の
二
、『
松
月
露
譚
玉
川
日
記
』
解
題
の
「
狂
香
園
色
山
人
（
＝
駅

亭
駒
人
？マ

マ

）」
（
（注

（
注

の
（　

）
内
は
取
り
除
く
べ
き
で
あ
る
。
別
人
で
あ
る
。

そ
の
三
、
糸
井
の
通
称
と
さ
れ
る
「
鳳
助
」（

（注

（
注

や
別
号
「
登
仙
笑
苫
人
」

は
当
時
の
文
献
の
記
録
や
用
例
が
見
当
た
る
ま
で
保
留
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
四
、『
春
宵
美
談
朧
月
夜
』
三
編
を
も
登
満
人
執
筆
で
あ
る
と
先

学
（
（注

（
注

が
考
え
る
理
由
と
し
て
、
既
に
「
十
返
舎
一
九
門
人
と
し
て
十
字
亭

三
九
を
名
乗
っ
て
い
た
」
彼
が
、
師
の
初
代
一
九
の
初
・
二
編
の
後
を

受
け
て
第
三
編
を
執
筆
し
た
蓋
然
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
三
編

執
筆
の
時
点
（
文
政
九
年
）
に
は
前
述
の
よ
う
に
ま
だ
十
返
舎
門
に
入
っ

て
お
ら
ず
、
五
編
登
満
人
序（

（注

（
注

の
行
文
上
窺
え
る
如
く
、
三
編
は
春
水
作
、

四
・
五
編
は
春
水
の
助
作
・
代
筆
を
糸
井
が
勤
め
た
と
思
し
い
。

そ
の
五
、『
朧
月
夜
』
四
編
は
文
政
十
年
刊
行（

（注

（
注

で
は
な
い
。
文
政
十
年

執
筆
、
十
一
年
刊
行
で
あ
る
の
で
、『
朧
月
夜
』
四
編
序
文
で
い
う
「
少や

つ
が
れ子

は
今
歳
は
じ
め
て
南な

ん
せ
ん
し
ゃ

仙
舎
の
門
に
入い

っ

」っ
た
年
は
文
政
十
年
と
思
し
い
。

厳
密
に
言
え
ば
、
雄
亭
多
満
人
作
『
武む

し
ゃ
え
は
や
ま
な
び

者
絵
早
学
』
序
文（

（注

（
注

に
よ
っ
て
、

山
杢
指
摘
の
如
く
文
政
九
年
十
二
月
春
水
に
入
門
し
た
と
確
定
で
き
る
。

従
っ
て
、
そ
の
六
、『
朧
月
夜
』
四
編
が
東
船
笑
登
満
人
の
戯
名
の
初

出
（
（注

（
注

で
は
な
く
、
文
政
十
年
春
序
（
同
年
中
刊
）『
武
者
絵
早
学
』
序
者
名

が
初
出
で
あ
り
、
文
政
十
年
夏
序
（
同
年
中
刊
）『
誹
風
柳
多
留
』
九
十

二
・
九
十
四
編
の
序
者
名
も
早
い
例
で
あ
る
。

四
．
文
政
十
一
年
、
二
代
目
吾
妻
男
一
丁

斯
く
し
て
、
文
政
九
年
冬
、
為
永
春
水
へ
入
門
し
て
か
ら
文
政
十
年
、

東
船
笑
登
満
人
こ
と
狂
香
園
色
山
人
と
し
て
序
者
に
な
り
、
文
政
十
一

年
為
永
工
房
の
一
員
と
し
て
春
水
の
代
作
者
に
な
る
も
の
の
、
同
年
は

為
永
門
下
か
ら
十
返
舎
門
下
へ
と
転
門
す
る
過
渡
期
に
も
当
た
る
。
こ

の
文
政
十
一
年
春
序
刊
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
に
て
、
二
代
目
の
「
吾

妻
男
一
丁
」
を
標
榜
し
つ
つ
変
形
し
た
熊
手
の
印
【
図
２
】
を
使
っ
た

糸
井
は
、
文
政
十
三
年
（
天
保
元･1830

）
序
刊
『
閨
中
膝
磨
毛
』
四

編
序
文
に
も
、
ま
た
異
な
る
変
形
し
た
熊
手
の
印
【
図
６
】）
を
用
い

る
。
因
み
に
、
熊
手
は
一
九
を
表
象
す
る
印し

る
し

で
あ
る
。

従
来
、
艶
本
『
閨
中
膝
磨
毛
』
に
お
け
る
文
化
九
年
（1812

）
刊
初
・

二
編
の
作
者
初
代
吾
妻
男
一
丁
は
、
三
亭
春
馬
の
九
返
舎
一
八
こ
と
三

代
目
一
九
、
文
政
十
一
年
（1828

）
と
翌
十
二
年
（
：
正
し
く
は
翌
々

の
十
三
年
）
刊
三
・
四
編
の
作
者
二
代
目
吾
妻
男
一
丁
は
、
糸
井
武
の

十
字
亭
三
九
こ
と
二
代
目
一
九
と
さ
れ
て
き
た（

（注

（
注

。
し
か
し
、
三
・
四
編

の
作
者
は
糸
井
に
相
異
な
い
が
、
初
・
二
編
の
作
者
は
年
齢
上
三
亭
春

馬
で
は
有
り
得
な
い
と
稿
者
は
考
え
て
い
る
。
因
み
に
、
糸
井
が
初
・

二
編
の
作
者
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
否
定
、
初
代
一
九
作
者
説
を
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提
案
す
る
別
稿
を
期
し
た
い
。

そ
の
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
上
の
序
文
「
吾
妻
男
一
丁
の
ぶ
る
（
＋

先
が
〈
九
〉
の
字
三
つ
の
熊
手
の
○
の
中
に
〈
花
〉
印
【
図
２
】）」
に

注
目
し
よ
う
。
所
謂
、
こ
の
「
花
丸
」
印
は
、
糸
井
だ
っ
た
ら
花0

輪
堂

三
九
、
春
馬
だ
っ
た
ら
花0

街
楼
春
馬
の
表
象
と
い
う
ふ
う
に
、
二
通
り

が
想
定
で
き
る
が
、
次
掲
の
よ
う
に
本
書
の
他
の
署
名
「
色
山
人
」
等

が
糸
井
を
指
す
の
で
、
花0

輪
堂
三
九
の
表
象
だ
ろ
う
。
同
三
編
自
序
の

画
印
【
図
３
】
は
「
東
船
笑
」
な
ら
ぬ
「
東
篇
木
」
と
読
み
取
れ
る
。

序
文
内
容
は
、
二
編
ま
で
出
版
さ
れ
岡
部
止
ま
り
に
な
っ
て
い
た
が
、

「
久
し
ぶ
り
な
る
花さ

く
ら
ぎ

王
木
の
接つ

ぎ
き木

の
枝
ふ
り
若わ

か

や
ぐ
花は

な

と
種
を
探
れ
る

実み
ば
え生

の
作
者
も
、
ま
た

0

0

00

0

0

続0に
だ
い
な

狂0

名
の
お
笑
ひ
を
、
ど
っ
と
吹
出
す
春
風
や
、

そ
も
山や

ま
だ出

し
（
：
田
舎
者
）
な
る
東ゑ

ど
っ
こ

都
子
の
／
吾
妻
男
一
丁
・
の
ぶ
る

（
＋
〈
九
〉
の
字
三
つ
の
印
）
／
于
旹
文
政
戊
子
・
春
日
成
稿
」
と
署
名

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
傍
線
を
引
い
た
表
現
は
、
同
年
刊
人
情
本

『
朧
月
夜
』
五
編
東
舩
笑
登
満
人
序
文
「
是
を
つ
ぎ
ほ
の
花さ

く
ら
ぎ

王
木
や
」、

天
保
七
年
刊
人
情
本
『
恋
若
竹
』
二
編
自
序
「
接つ

ぎ
ほ穂

を
し
た
る
桜さ

く
ら
き木

は
」、

文
政
十
一
年
刊
『
花
暦
八
笑
人
』
四
編
登
満
人
序
「
山
出
し
男
」
に
も

用
い
ら
れ
る
文
句
で
あ
る
の
で
、
当
該
艶
本
三
編
の
作
者
が
糸
井
で
あ

る
と
い
う
傍
証
に
も
な
る
。

口
絵
の
画
賛
者
「
東
篇
木
・
垣
太
竹
改
・
色
山
人
・
好
成
（
＋
〈
一

丁
〉
字
の
印
【
図
４
】）」
と
、
天
保
元
年
刊
・
稿
者
推
定
糸
井
作
艶
本

『
恋
湊
女
護
生
娘
』（
②
）
序
者
の
名
前
「
淫
亭
主
人
ス
キ
ナ
リ
」
と
い

う
例
を
照
合
す
る
と
、
前
述
の
如
く
「
好
成
＝
ス
キ
ナ
リ
」
を
以
て
糸

井
の
隠
号
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、「
東
篇
木
・
垣
太
竹
・
色
山

人
」
と
は
、「
東
船
笑
・
滝た

き
の
い
と
た
け

糸
丈
・
紀
山
人
」
の
茶
化
し
で
は
な
か
ろ

う
か
。
東
篇
木
は
偏
屈
な
人
を
指
す
「
唐
変
木
」
の
当
て
字
だ
ろ
う
が
、

「
東
篇
木
」
は
稿
者
推
定
天
保
三
年
刊
・
糸
井
作
次
掲
人
情
本
『
仇
競
今

様
櫛
』
二
編
自
序
に
「
赤い

す木
で
暇ご

ま
か来

す
東と

う
へ
ん
ぼ
く

篇
木
、
擬し

た
ん
ま
が
へ

紫
檀
の
安
作
者
」

と
自
分
に
対
し
て
謙
っ
て
よ
く
使
う
「
安
作
者
」（「
不や

す
さ
く
し
ゃ

至
作
者
」『
魁
梅

枝
曾
我
』、「
予
が
如
き
安や

す
さ
く
し
ゃ

作
者
」『
赤
縄
結
紙
古
満
』）
と
い
う
表
現
と

と
も
に
再
度
使
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
同
三
編
跋
文
は
「
…
初
代
の
一
丁

0

0

0

0

0

が
と
ぼ
し
か
け
た
る
跡

な
る
を
、
痳り

ん
び
ゃ
う病

に
さ
せ
じ
と
て
、
毫ふ

ん
で

を
つ
ぎ
た
る
当0い

ま代0

の
一
丁

0

0

0

、
予

は
竹ち

く
ば馬

に
等
し
き
友
な
り
、
…
此こ

の
し
り
う
ま

後
馬
に
の
り
が
来
て
、
む
し
ゃ
う
や

た
ら
に
出
来
や
し
た
、
め
う
で
ご
ぜ
ん
す
と
感
ず
る
の
あ
ま
り
、
か
の

【
図
２
】『
膝
磨
毛
』
三
編
序
／

【
図
３
】
同
書
序
／
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栗
毛
の
弥
次
馬
に
、
ま
か
り
出い

づ

る
事
と
は
な
り
ぬ
。
／
時
に
あ
や
あ
る

政
、
と
を
あ
ま
り
ひ
と
と
せ
と
い
ふ
と
し
、
卯
月
の
こ
ろ
（
：
文
政
十

一
年
四
月
）。
斯か

く

い
ふ
も
の
は
磨せ

ん
ず
り弄

の
庵あ

ん
ち
う中

な
る　

勢せ
い
じ
ゃ
く
ゑ
ん

尺
苑
・
力
鴈
竹

（
＋
〈
鴈
竹
〉
字
の
印
【
図
５
】）」
と
、
あ
た
か
も
跋
者
は
作
者
と
別
人

で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
が
、「
鴈
高
」
が
次
の
よ
う
に
糸
井
で

あ
る
と
推
定
可
能
な
の
で
、「
力
鴈
竹
」
も
同
人
だ
ろ
う
。
即
ち
、
天
保

元
年
刊
『
恋
湊
女
護
生
娘
』（
②
）
の
補
筆
改
訂
作
で
あ
る
天
保
年
間
刊

『
恋
湊
女
護
生
娘
』（
③
）
の
作
者
名
が
、「
開
辺
の
陰
士　

陰い
ん
き
ょ
う茎

斎さ
い
か
り鴈

高た
か

」
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
推
論
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
糸
井
の
文
政
期
著
作
活
動
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、

礫
川
居
住
期
で
あ
る
文
政
四
年
～
七
年
に
は
主
に
合
巻
作
者
礫
川
南
嶺

と
し
て
、
ま
た
文
政
六
年
『
恋
湊
女
護
生
娘
』
の
洒
落
本
作
者
と
し
て

活
躍
し
た
後
、
文
政
九
年
冬
為
永
春
水
へ
入
門
し
て
か
ら
文
政
十
年
東

船
笑
登
満
人
こ
と
狂
香
園
色
山
人
と
し
て
序
者
に
な
り
、
文
政
十
一
年

為
永
工
房
の
一
員
と
し
て
春
水
の
代
作
者
に
な
る
過
程
を
み
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
、
同
文
政
十
一
年
は
為
永
門
下
か
ら
十
返
舎
門
下
へ

と
転
門
し
て
、
東
船
笑
登
満
人
か
ら
二
代
目
吾
妻
男
一
丁
・
十
字
亭
・

東
海
山
人
へ
と
引
き
替
わ
る
と
い
う
過
渡
期
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
次

節
で
は
、
斯
く
し
て
十
返
舎
門
下
に
な
っ
た
文
政
十
三
・
天
保
元
年
か

ら
、
天
保
三
年
ま
で
の
「
十
字
亭
三
九
」
と
し
て
の
著
作
活
動
に
注
目

す
る
。

五
．
天
保
元
～
天
保
三
年
、
十
字
亭
三
九

0

0

強
調
期

「
東
船
舎
改
十
字
亭
」（
文
政
十
一
年
初
春
序
の
改
刻
改
題
本
『
辺
楚

我
茶
話
』）
と
し
て
文
政
十
一
年
、
十
返
舎
門
下
へ
と
転
門
し
た
糸
井

は
、
天
保
初
期
は
十
字
亭
「
三
九
」
で
あ
る
こ
と
を
、
殊
更
に
強
調
す

る
姿
勢
が
次
の
作
例
か
ら
見
て
取
れ
る
。

公
然
と
出
せ
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
性
格
上
、「
三
九
」
の
代
わ
り
に
隠
号

の
み
使
う
文
政
十
三
・
天
保
元
年
刊
艶
本
か
ら
押
さ
え
て
お
く
と
、
先

ず
、
文
政
十
一
年
春
序
刊
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編
に
て
、
二
代
目
の
「
吾

妻
男
一
丁
」
を
標
榜
し
て
い
た
糸
井
は
、
文
政
十
三
・
天
保
元
年
序
刊

『
閨
中
膝
磨
毛
』
四
編
序
文
に
て
「
文
政
庚
と
ら
（
：1830

）
の
春
／
東マ

マ

男
一
丁
し
る
す
（
＋
変
形
し
た
熊
手
の
印
【
図
６
】）」
と
引
き
継
ぐ
。

当
該
艶
本
初
・
二
編
の
作
者
吾
妻
男
一
丁
が
初
代
一
九
と
い
う
私
見
が

【
図
４
】
同
書
口
絵
／

【
図
５
】
同
書
跋
／
【
図
６
】『
膝
磨
毛
』四
編
序
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正
し
い
の
な
ら
、
初
代
生
存
中
に
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
の
艶
本
に
お
い
て

二
代
目
吾
妻
男
一
丁
を
表
明
す
る
の
は
、
十
返
舎
門
下
生
と
し
て
大
変

光
栄
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

同
天
保
元
年
刊
艶
本
『
恋
湊
女
護
生
娘
』（
②
）
は
、
文
政
六
年

（1823

）
刊
自
作
洒
落
本
（
①
）
の
再
版
本
に
て
、「
文
政
六
年
癸
未
初

春
・
礫
川
牛
石
邊
・
南
嶺
誌
」
で
あ
っ
た
序
者
の
名
前
を
、
彼
の
隠
号

「
淫
亭
主
人
ス
キ
ナ
リ
」
と
彫
り
替
え
て
補
筆
再
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
刊
年
が
確
定
で
き
る
作
品
中
、「
十
字
亭
三
九
」
な
る
記
名
の

管
見
初
出
作
と
し
て
、
文
政
十
三
年
刊
合
巻
『
魁
梅
枝
曾
我
』（
底
本
と

図
版
引
用
は
早
稲
田
大
学
蔵
本
と
ソ
ウ
ル
大
学
蔵
本
を
適
宜
参
照
）
と

『
妹
廿
丁
読
作
話
』
が
あ
る
。
前
書
の
自
序
に
は
「
十
字
亭
の
あ
る
じ
・

糸
井
三
九
（
＋
〈
ぢ
う
じ
・
て
い
・
三
九
印
〉
の
落
款
）【
図
７
】」
の

署
名
の
他
、
巻
尾
【
図
８
】
に
は
、「
三
九
」
の
文
字
を
無
数
に
鏤
め
た

着
物
に
、「
三
九
」
の
表
象
ら
し
い
宝
珠
の
紋
所
が
付
い
た
黒
羽
織
を
着

た
作
者
ら
し
き
若
い
男
が
、
机
を
前
に
座
る
似
顔
絵
で
描
か
れ
る
。

こ
の
「
三
九
」
文
字
に
て
成
っ
た
紋
様
の
衣
服
や
、「
三
九
」
を
表
象

し
た
よ
う
な
宝
珠
紋
の
画
印
（
巻
尾
三
十
ウ
名
壺
【
図
８
】、
見
返
し

【
図
９
】）
の
他
、
当
該
合
巻
に
登
場
す
る
糸
井
の
名
前
と
し
て
「
十
字

亭
三
九
・
花
輪
堂
三
九
・
糸
井
三
九
・
十
字
亭
糸
丈
・
十
字
亭
糸
井
三

九
」
が
あ
る
。「
三
九
」
な
る
記
名
を
主
軸
に
、
煩
雑
な
く
ら
い
様
々
な

表
記
法
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
十
返
舎
門
下
生
と
し
て
の
門
出
を
自

ら
祝
う
よ
う
な
、
ま
さ
に
「
十
字
亭
三
九
」
を
披
露
す
る
作
品
と
い
え

よ
う
。
斯
く
し
て
「
十
字
亭
三
九
」
な
る
戯
号
は
周
知
さ
れ
た
よ
う
で
、

天
保
二
・
三
年
多
く
の
作
品
を
物
に
す
る
。
そ
の
一
つ
が
『
仇
競
今
様

【
図
８
】
同
書
巻
尾

【
図
７
】『
魁
梅
枝
曾
我
』
自
序
／

【
図
９
】同
書
見
返
し
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櫛
』
で
あ
る
。

さ
て
、『
国
書
総
目
録
』『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
等
に
は
『
仇
競

今
様
櫛
』
の
「
初
・
二
編
天
保
元
、
三
編
同
四
刊
」
と
あ
る
が
、
正
し

く
は
、
初
編
天
保
三
年
前
半
期
ま
で
、
二
編
同
三
、
三
編
同
四
刊
で
あ

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
初
編
は
「
紀
山
人
・
糸
丈
」
と
の
み
署
名
し

て
「
二
代
目
一
九
」
と
は
署
名
し
な
い
の
で
、
二
代
目
一
九
襲
名
前
で

あ
り
、
初
編
巻
尾
の
文
脈
か
ら
し
て
二
編
は
ま
だ
発
売
前
で
あ
る
こ
と
、

二
編
自
序
と
巻
尾
、
三
編
自
序
の
行
文
上
初
・
二
・
三
編
が
同
時
刊
行

で
は
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
前
編
の
当あ

た
り
ひ
ゃ
う
は
ん

評
判
」
と
い

う
二
編
自
序
文
脈
上
、
そ
し
て
、
初
・
二
編
の
好
評
を
物
語
る
三
編
自

序
文
脈
上
、
好
評
を
得
る
ま
で
数
ヶ
月
は
要
し
た
だ
ろ
う
か
ら
、
数
ヶ

月
以
前
に
初
編
が
既
刊
で
あ
っ
た
必
要
が
あ
る
こ
と
、
二
編
か
ら
襲
名

公
表
に
対
す
る
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
初
編
は

天
保
三
年
前
半
期
迄
は
刊
行
さ
れ
、
三
編
は
自
序
年
記
や
奥
付
が
天
保

四
年
正
月
な
の
で
、
二
編
は
天
保
三
年
中
刊
行
の
可
能
性
が
極
め
て
高

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

引
い
て
は
、
天
保
三
年
と
い
う
同
年
刊
で
あ
り
な
が
ら
、
糸
井
作
往

来
物
『
童ど

う
じ
く
ん

子
訓
い
ろ
は
短
歌
』
で
は
「
十
字
亭
三
九
」
の
み
用
い
、
当

該
人
情
本
『
仇
競
今
様
櫛
』
二
編
で
は
「
二
代
目
十
返
舎
一
九
」
を
標

榜
す
る
の
を
み
る
と
、
当
該
『
仇
競
今
様
櫛
』
二
編
は
正
月
よ
り
は
遅

れ
て
刊
行
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
襲
名
を
唱
う
当
該
『
仇
競
今
様
櫛
』
二
編
が
、
初
代
生
存

中
の
天
保
二
年
ま
で
の
刊
行
の
は
ず
も
な
い
。
初
代
一
九
は
天
保
二
年

八
月
七
日
没
す
る
。
当
該
二
編
を
天
保
元
年
刊
と
す
る
先
行
研
究
の
刊

記
は
、
内
題
下
の
署
名
（「
十
返
舎
一
九
著
」）
の
み
に
よ
る
誤
認
（
生

存
中
の
初
代
作
品
）
だ
ろ
う
か
、
根
拠
不
明
で
あ
る
。
初
編
刊
年
も
天

保
元
年
と
す
る
必
然
性
が
見
当
た
ら
な
い
。

斯
く
し
て
、
二
代
目
一
九
襲
名
を
唱
っ
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
と
い

う
、
文
学
史
的
に
も
有
意
義
な
『
仇
競
今
様
櫛
』
二
編
で
あ
る
。
そ
し

て
、
い
よ
い
よ
翌
天
保
四
年
正
月
刊
『
仇
競
今
様
櫛
』
三
編
で
は
、
至

る
所
に
「
二
代
目
一
九
」
の
名
跡
が
強
調
さ
れ
る
中
で
、
特
に
見
開
き

二
丁
半
に
わ
た
る
跋
文
に
は
、
糸
井
の
略
歴
や
雅
号
が
時
系
列
で
紹
介

さ
れ
、
糸
井
の
半
生
記
に
も
あ
た
い
す
る
よ
う
な
襲
名
披
露
口
上
が
載

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
二
代
目
十
返
舎
一
九
と
し
て
の
立
地
が
固
め
ら

れ
る
、
天
保
四
年
以
降
は
別
稿（

（注

（
注

を
参
照
さ
れ
た
い
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

初
代
一
九
が
天
保
二
年
八
月
没
し
、
稿
者
推
定
天
保
三
年
刊
・
人
情

本
『
仇
競
今
様
櫛
』
二
編
自
序
で
「
紀
山
人
改　

二
代
目
十
返
舎
一
九
」

と
署
名
し
、
天
保
四
年
刊
・
同
三
編
跋
文
に
て
大
々
的
な
二
代
目
一
九

の
襲
名
披
露
口
上
を
「
狂
月
舎
四
方
正
木
」
に
述
べ
さ
せ
て
貰
う
糸
井

で
あ
る
。

現
在
学
界
に
お
い
て
最
も
通
用
す
る
名
前
は
、
十
返
舎
門
弟
と
し
て
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の
「
十
字
亭
三
九
」
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
称
号
は
次
の
一
覧
表
の
如
く
、

十
五
個
以
上
も
数
え
ら
れ
、
転
門
も
し
、
襲
名
に
至
る
ま
で
並
々
な
ら

ぬ
奮
闘
の
軌
跡
が
窺
え
る
人
物
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
取
り

挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
作
品
を
も
含
め
て
、
糸
井
関
連
著
作
か
ら
得
ら
れ

た
様
々
な
称
号
を
図
示
す
る
こ
と
で
、
一
九
代
々
の
混
乱
を
解
消
す
る

緒
を
提
供
し
、
結
語
に
代
え
た
い
（
出
典
は
各
号
の
管
見
初
出
作
品
で

あ
る
）。
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【
諸
号
一
覧
表
】号

出
典
及
び
補
足

初　　　期
　

礫こ
い
し

川か
わ

南
嶺

　

東
船
笑
登
満
人

　

色し
ょ
く
さ
ん
じ
ん

山
人

　

滝り
ゅ
う
て
い亭

糸い
と
た
け丈

　

糸
井
登
満
人

　

花
輪
亭
登
満
人

　

文
政
四
年
序
合
巻
『
仮
名
手
本
団
扇
張
替
』

　

文
政
十
年
春
序
刊
・
多
満
人
作『
武
者
絵
早
学
』序

　

文
政
十
年
刊
・
春
水
作
人
情
本
『
玉
川
日
記
』

二
編
序
者
「
狂き

ゃ
う
か
ゑ
ん

香
園
色し

ょ
く
さ
ん
じ
ん

山
人
」

　

文
政
十
一
年
刊
・
滝
亭
鯉
丈
作
滑
稽
本
『
花
暦

八
笑
人
』
四
編
序
「
原も

と

の
狂き

ゃ
う
め
い
り
う
て
い
い
と
た
け

名
滝
亭
糸
丈
、
今
は

流
を
引
か
へ
て
、（
中
略
）
東
船
笑
登
満
人
」。

　

文
政
十
一
年
刊
・
春
水
作
人
情
本
『
赤
縄
結
紙
古

満
』
序

　

文
政
十
一
年
刊
・
春
水
作
読
本『
畠
山
仁
政
録
』序

中　期：十字亭三九
　

糸
井
苫
人
・
十
字
亭
苫
人

　

東
海
山
人

　

淫
亭
主
人
好す

き
な
り成

・
陰い

ん
き
ょ
う茎

斎さ
い
か
り
た
か

鴈
高
・
二
代
目
吾
妻
男
一

丁
　

十
字
亭
三
九

　

花く
わ
り
ん
だ
う

輪
堂
三
九
・
糸
井
三

九
・
十
字
亭
糸
井
三
九
・
十

字
亭
糸
丈

　

文
政
十
一
年
序
『
辺
楚
我
茶
話
』
に
「
東
船
舎
改

十
字
亭
」、画
賛
者
「
十
字
亭
の
あ
る
し
糸
井
苫
人
」

　

文
政
十
一
年
序
刊
洒
落
本
『
青
楼
色
唐
紙
』
の

校
訂

　

文
政
十
一
年
序
刊
艶
本
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編

「
東
篇
木
・
垣
太
竹
改
色
山
人
・
好
成
・
勢せ

い
じ
ゃ
く
ゑ
ん

尺
苑
・

力
鴈
竹
」
他

　

天
保
元
年
刊
合
巻
『
魁
梅
枝
曾
我
』
～
天
保
三

年
刊
往
来
物
『
童
子
訓
い
ろ
は
短
歌
』

　

天
保
元
年
刊
合
巻
『
魁
梅
枝
曾
我
』

号

出
典
及
び
補
足

後　　　期
　

紀
山
人

　

呉
鳥
斎
（
？
）

　

紀
山
人
三
九

　

二
代
目
十
返
舎
一
九

　

滝
糸
丈
・
梅う

め
ぞ
の園

春は
る
お
き興

・

赤せ
き
じ
ゃ
う
し

城
子

　

絲
井
弌
九
・
糸
井
一
九

　

天
保
三
年
迄
刊
人
情
本
『
仇
競
今
様
櫛
』
初
編

～
天
保
六
年
序
刊
合
巻
『
三
国
太
郎
再
来
伝
』
口

絵
画
賛

　

天
保
三
年
迄
刊
人
情
本
『
仇
競
今
様
櫛
』
初
編

「
紀
山
人
作
・
呉
鳥
斎
画
」

　

天
保
三
年
刊
往
来
物
『
童
子
訓
い
ろ
は
短
歌
』

序
者
名

　

天
保
三
年
刊
人
情
本
『
仇
競
今
様
櫛
』
二
編
「
紀

山
人
改
二
代
目
十
返
舎
一
九
」

　

天
保
四
年
刊
『
化
競
今
様
櫛
』
三
編
跋
「
故
蜀
山
翁

よ
り
送
ら
る
ゝ
雅
名
を
、
滝た

き
の
い
と
た
け

糸
丈
と
呼
れ
し
が
」
他

　

天
保
六
年
序
刊
合
巻
『
三
国
太
郎
再
来
伝
』

本　名　と　生　没
　

糸
井
武た

け
し

　

糸
井
鳳
助
（
×
）

　

享
和
元
年
生
か

　

享
和
三
年
生
か

　

生
国
「
上か

み
つ
け
の
く
に
く
ろ
か
は

毛
州
黒
河
の

里さ
と

の
産さ

ん

」

　

没
年
不
明
（
天
保
十
三
年

迄
生
存
）

　

文
政
十
一
年
序
刊
人
情
本
『
谷
中
の
月
』
序
の

落
款
～
天
保
四
年
刊
『
化
競
今
様
櫛
』
三
編
跋

　

安
政
三
年
序
『
戯
作
者
小
伝
』（『
燕
石
十
種
』

所
収
）

　

文
政
十
一
年
序
『
辺
楚
我
茶
話
』
に
「
十
字
亭
」、

同
年
刊
『
青
楼
色
唐
紙
』
跋
文
「
三
三
九
度
は
三

九
の
式
法
」、
同
年
春
序
刊
『
閨
中
膝
磨
毛
』
三
編

序
署
名
の
「
九
」
の
字
三
つ
の
熊
手
印
が
「
三
九
」

の
表
明
な
ら
、
当
年
27
歳

　

文
政
十
三
年
年
刊
合
巻
『
魁
梅
枝
曾
我
』「
十
字

亭
三
九
」
に
よ
る
な
ら
、
当
年
27
歳

　

天
保
四
年
刊
『
化
競
今
様
櫛
』
三
編
跋

　

天
保
十
一
～
十
三
年
成
立
の
稿
本
と
刊
本
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注

注
１	
棚
橋
正
博
『
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
の
膝
栗
毛
』2015

年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

p. 151

注
２	

石
川
了
「
黒
川
春
村
門
人
村
田
元
成
―
天
明
狂
歌
作
者
加
保
茶
元
成
の

孫
」『
江
戸
狂
歌
壇
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
、2011

注
３	

拙
稿
ａ
「
磯
川
南
嶺
・
東
船
笑
登
満
人
の
文
政
中
期
著
作
活
動
に
つ
い
て
」

『
日
語
日
文
学
研
究
』
113
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、2020

年
５
月
／
ｂ
「
東

船
笑
登
満
人
・
十
字
亭
の
文
政
十
一
年
著
作
活
動
に
つ
い
て
―
為
永
門

下
か
ら
十
返
舎
門
へ
」『
日
本
語
文
学
』
85
、
韓
国
日
本
語
文
学
会
、2020

年
６
月
／
ｃ
「
十
字
亭
三
九
の
文
政
末
期
・
天
保
初
期
著
作
活
動
に
つ
い

て
」『
日
本
語
教
育
』
92
、
韓
国
日
本
語
教
育
学
会
、2020

年
６
月

注
４	

神
保
五
弥
『
為
永
春
水
の
研
究
』
白
日
社
、1964

、p. 301

注
５	

十
字
亭
一
雅
と
佐
倉
の
一
雅
亭
が
別
人
だ
と
し
て
も
、
糸
井
こ
と
十
字
亭

三
九
と
は
別
人
な
の
で
穿
鑿
し
な
い
。

注
６	

「
一ひ

と
た
び回

は
教
訓
亭
（
：
春
水
）
の
舎し

ゃ
め
い盟

に
遊
び
て
、
数
十
部
の
著
述
に
妙

案
を
尽
し
、
其そ

の
ゝ
ち
さ
き

後
前
の
十
返
舎
重
田
一
九
老
人
、
十
字
亭
の
別
号
を
お
く

ら
れ
、
今
の
先
生
其
時
の
年よ

は
ひ才

に
よ
り
て
、
三
九
と
は
号つ

け

ら
れ
し
也
。〈
今

の
先
生
二
十
七
歳
の
と
き
前さ

き

の
老
人
考
へ
ら
え
れ
て
三
九
子し

と
は
名
つ
け

ら
れ
た
り
〉」。
以
下
、
特
記
し
な
い
限
り
翻
字
は
稿
者
に
よ
る
が
、
原
文

の
促
音
・
拗
音
「
つ
・
や
・
よ
」
は
小
字
で
表
し
た
。
ま
た
、
翻
字
文
や

引
用
文
中
に
（
：
）
と
し
た
箇
所
、
傍
線
、
傍
点
は
稿
者
の
補
記
で
あ
る
。

注
７	

中
山
尚
夫
編
『
怪
物
輿
論 

田
舎
草
子
他
〈
十
返
舎
一
九
集
６
〉』（
古
典
文

庫
497
、1988

）p. 321

～
『
辺
楚
我
茶
話
』
の
全
文
収
載
さ
れ
、
そ
の
口
絵

第
二
図
の
画
賛
者
「
東
船
舎
改
十
字
亭
」、
挿
絵
第
二
図
の
画
賛
者
「
十

字
亭
の
あ
る
し
糸
井
苫
人
」。

注
８	

神
保
五
弥
『
為
永
春
水
の
研
究
』
前
掲
書
／
『
洒
落
本
大
成
』
28
巻
、
中

央
公
論
社
、1978

、p. 428

「
一
時
東
船
笑
登
満
人
を
号
す
が
、
こ
の
頃

（
：
文
政
十
一
年
）
は
再
び
十
字
亭
三
九
に
か
え
っ
て
い
る
」。
／
山
杢
誠

「
為
永
春
水
年
譜
稿　

そ
の
四
」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
十
二
号
、

1996

。「
二
世
十
返
舎
一
九
と
為
永
春
水
」『
白
山
国
文
』
一
号
、
東
洋
大

学
国
語
国
文
学
会
編
、1997

。
勿
論
、
こ
の
一
度
目
の
一
九
入
門
に
触
れ

な
い
辞
典
類
も
多
い
が
、
否
定

0

0

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
は

否
定
と
い
う
意
味
合
い
を
有
す
る
。

注
９	

中
山
尚
夫
『
十
返
舎
一
九
研
究
』（
お
う
ふ
う
、2002

、p. 250

・  251

・  364

）

「
文
政
十
年
：
長
病
が
癒
え
て
著
作
活
動
を
再
開
す
る
」

注
10	

『
洒
落
本
大
成
』
28
巻
、
前
掲
書
、p. 428

注
11	

尾
崎
久
弥
編
『
改
造
文
庫
・
草
雙
紙
選
』
第
２
部 

第
168
篇
（
改
造
社
、

1932

）
に
お
け
る
『
仮
名
手
本
団
扇
張
替
』
の
解
題
中
。

注
12	

①
東
大
国
語
蔵
本
（A

4:0147

）『
恋
湊
女
護
生
娘
』

	

②
③
所
蔵
先
不
明
。
林
美
一
『
江
戸
艶
本
を
読
む
』（
新
潮
社
、1987

、

p. 207~
211

）
／
『
江
戸
艶
本
大
事
典
』（
河
出
書
房
新
社
、2014

、p. 213

）

紹
介
本

	

④
『
女
護
島
宝
入
船
；
恋
湊
女
護
生
娘
』（
秘
本
江
戸
文
学
選 

１
、
杉
浦

佐
一
郎
訳
・
解
説
、
日
輪
閣
、1978

）
収
載
本

注
13	

「
蹄
斎
（
：
北
馬
）
先せ

ん
せ
い醒

に
随
ひ
て
は
、
画
筆
に
一
風
の
妙
を
あ
ら
は
す
」

（『
仇
競
今
様
櫛
』
三
編
の
四
方
正
木
跋
文
）
と
い
う
糸
井
で
あ
る
。
北
斎

の
直
弟
子
で
天
保
六
年
「
北
嶺
」
と
い
う
画
号
を
与
え
ら
れ
た
初
代
府ふ

川か
わ

一か
ず
の
り則

の
例
が
あ
る
。

注
14	

山
杢
誠
「
二
世
十
返
舎
一
九
と
為
永
春
水
」
前
掲
書
、p.24

注
15	

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
人
情
本
事
典
』
笠
間
書
院
、2010

、p. 134
注
16	
糸
井
鳳
助
説
は
岩
本
活
東
子
著
・
安
政
三
年
序
『
戯
作
者
小
伝
』（『
燕
石

十
種
』
第
２
輯
、
中
央
公
論
社
、1980

所
収
）
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
し
い
。

諸
辞
典
類
の
記
録
の
み
で
作
品
中
に
は
名
乗
ら
ず
、
根
拠
不
足
の
通
称
で

あ
る
。
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注
17	

神
保
五
弥
『
為
永
春
水
の
研
究
』
前
掲
書
、p. 304

。
因
み
に
、『
人
情
本

事
典
』（
前
掲
書
）
で
は
文
政
八
年
刊
『
朧
月
夜
』
二
編
は
作
者
不
明
と

す
る
が
、
五
編
序
文
に
よ
れ
ば
初
代
一
九
と
思
し
い
。
同
事
典
で
同
三
編

は
春
水
作
と
す
る
。

注
18	

「
は
し
が
き
。
…
此こ

の

ふ
み
や
、
さ
き
の
と
し
、
十0

じ
っ
へ
ん
し
ゃ

返
舎

0

0

の
ぬ
し
思
ひ
お
こ

し
て
、
始
め
て
綴
り
な
せ
り
し
を
、…
其そ

が
二
編

0

0

を
さ
へ
つ
ぎ
て
出い

だ

さ
ば
、

…
そ
の
後
ふ
み
屋
の
乞
ふ
ま
に
、
狂0

き
ゃ
う
く
ん
て
い
ぬ
し

訓
亭

0

0

主
人
ま
め
だ
ち
て
、
是
を
つ
ぎ

ほ
の
花さ

く
ら
ぎ

王
木
や
、
…
」

注
19	

棚
橋
正
博
「
戯
作
者
列
伝
17
」『
日
本
古
書
通
信
』2008

年
９
月
号

注
20	

「
…
多た

ま
ひ
と

満
人
も
予よ

も
旧こ

ぞ
の
ふ
ゆ臘

、
顔か

ほ
み
せ

見
世
を
し
て
、
…
文
政
丁
亥
の
と
し
春
日

／
楚
満
人
門
人
・
東
船
笑
登
満
人
＋
印
」。
こ
の
序
文
中
文
言
に
よ
っ
て

山
杢
誠
（「
為
永
春
水
年
譜
稿　

そ
の
四
」
前
掲
書
、p. 134

）
は
「
入
門

の
時
期
を
文
政
九
年
十
二
月
と
確
定
で
き
る
」
と
す
る
。

注
21	

棚
橋
正
博
「
戯
作
者
列
伝
17
」
前
掲
書

注
22	

林
美
一
『
艶
本
紀
行　

東
海
道
五
十
三
次
』
河
出
文
庫
、1986

／
『
江
戸

艶
本
を
読
む
』
前
掲
書
／
白
倉
敬
彦
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』
平
凡
社
、

2007

／
国
文
研
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
／
立
命
館A

RC
Ｄ
Ｂ
他
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
補
訂
を
、
拙
稿
ｄ
「
三
代
目
一
九
こ
と
初
代
三
亭
春
馬
の
錯

綜
す
る
小
伝
・
戯
号
再
考
」（『
日
本
学
研
究
』
56
、
檀
国
大
学
校
日
本
研

究
所
、2019

年
１
月
）
／
ｅ
「
三
亭
春
馬
と
し
て
の
天
保
前
・
中
期
に
お

け
る
著
作
活
動
考
」（『
日
本
語
敎
育
』
87
、
韓
国
日
本
語
教
育
学
会
、2019

年
３
月
）
で
も
一
部
行
っ
て
い
る
。

注
23	

拙
稿
ｆ
「
糸
井
武
作
『
仇
競
今
様
櫛
』
か
ら
み
る
天
保
四
年
の
〈
二
代
目

十
返
舎
一
九
〉
公
表
を
巡
っ
て
」『
日
本
言
語
文
化
』
52
、
韓
国
日
本
言

語
文
化
学
会
、2020

年
10
月
／
ｇ
「
糸
井
武
の
〈
二
代
目
十
返
舎
一
九
〉

と
し
て
の
著
作
活
動
考
」『
日
本
学
研
究
』
62
、
檀
国
大
学
校
日
本
研
究

所
、2021

年
１
月

附
記
：�

本
稿
は
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
五
日
・
近
世
文
学
研
究
会
（
於
武
蔵
大
学
）

で
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
、
加
筆
と
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上

ご
教
示
下
さ
っ
た
延
広
真
治
・
小
林
ふ
み
子
・
中
村
正
明
先
生
に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
か
ん　

じ
ひ
ょ
ん
・（
韓
国
）
全
南
大
学
校
教
授
）




